






要約 栃木・埼玉両県では 94年 1 月 1日から、便色調カラーカードを使って胆道閉鎖症の

早期発見を目的とした新生児マススクリーニングのパイロットスタディを開始した。この

方法は産院で母親にカラーカードを渡し、1 か月健診の時に該当する番号を記入して持参

させるもので、産院および 1か月健診で本症に特有の淡黄色便を発見することを企図して

いる。本症を疑われた児は、その場で電話連絡により受診すべき専門医を紹介される。特

徴としては高い感受性、特異性、判定が容易なこと、安価なこと、専門医への紹介の迅速

性、高い教育効果などがあげられる。母親が異常色調を申告した時には、1 か月健診担当

医が児の黄疸、淡黄色便を診察によって確認することが重要である。94 年 2 月現在、す

でに 2例の患児がこのカラーカードによって発見され早期手術を受けた。このスタディで

有効性が認められれば、この方法にさらに改良を加えて全国的規模での実施に向けて周到

な準備をする予定である。


